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子どもの生活習慣づくり応援事業における 

「郷土料理アンケート」の実施結果について 

 

１ 目的 

  市民の浜田市の郷土料理への関心や認知度について、知るためのデータ収集の一環とし 

て、子どもの生活習慣づくり応援事業として実施した出前講座において、参加者とその 

保護者へ郷土料理のアンケート調査を実施した。 

 

２ 調査対象、調査時期 

  市内児童クラブのうち、出前講座の中から「浜田の食文化についてもっと知ろう」を選 

択した 11か所）に在籍する子どもとその保護者 計 537名 

調査時期：令和 3年 7月～8月 

 

３ 方法 

表へのシール貼付による集計（図１）と、アンケート用紙による調査（図２）を行なっ

た。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図 1                   図２ 
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４ 結果 

（１）問 1 浜田市の郷土料理について家族でお話しされましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）問 2 浜田市の郷土料理を知っていますか。 

   知っているものがあればその料理名をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」74％、「いいえ」26％ 

という結果だった。 

7 割近くの家庭が郷土料理につい

て家族で話す機会となったようだ

った。 

「知っている」65％、「知らない」

35％という結果だった。 

約 3 割の方が郷土料理を知らない

という傾向がみられた。 

角寿司の割合が最も高く、その次

にいかめし、まき、さば寿司、盆

だんごの順という結果だった。 
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その他と回答した人の中では、うずめ飯、ぼべ飯の回答が多かった。 

柿なます、さばの煮食い、おまん寿司などの回答もあった。 

 

（３）問 3 食べてみたい・作ってみたい郷土料理を以下の中から 1 つ選んで〇をしてく

ださい。 
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子どもでは、人数が多い順で「盆だんご」110人、「さば寿司」73人、「いかめし」

54人、「まき」49人、「角寿司」47人という結果だった。 

保護者では、「盆だんご」74人、「いかめし」51人、「まき」38人、「角寿司」26

人、「さば寿司」15人という結果だった。 

 

５ 考察 

問 1 については、「はい」と回答した割合は約 7 割で、出前講座をきっかけに

多くの家庭で郷土料理について家族で話す機会となったようだった。 

問 2については、「知っている」65％、「知らない」35％という結果で、約 3割

の方が郷土料理を知らないという傾向がみられた。 

第 3 次浜田市健康増進計画において、「伝統料理や郷土料理について知ってい

ますか」という問いに対し、浜田市全体で「知っている」という人は 26.9％、「知

らない」という人は 65.2％であった。今回のアンケート調査では、調査対象者が

限られているが、この結果と比較すると知っている割合が高い状況であった。伝

統料理や郷土料理については、島根県教育員会作成「食の学習ノート」の中でも

取り上げられており、小学校では給食を通じた食育等もされているため、このよ

うな結果につながったのではないかと考えられる。 

調査実施時期が 7 月～8 月ということもあり、「作ってみたい・食べてみたい」

と回答した数は「盆だんご」が最も多い結果となった。 

 この結果を参考に今後も引き続き郷土料理の普及啓発に努めていきたい。 

 

 

 


